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8 月 30 日は 9 名が参加。 

18 筆の署名が寄せられました。 

 

 消費税率引き下げを求める私たちにとって、国政選挙は世論に訴える大きなチャンスです。

自民党総裁選の後、早い時期に衆議院の解散総選挙が行われることが想定されています。 

運営委員会では、2021 年に作成し公開中の消費税ミニ動画の内容更新を準備中です。 

多くの人に消費税が持つ逆進性などの問題点を知らせ、税率引き下げの声を広げましょう。 

 

11 月 22日に代表者会議を開催 
年に一度の総会に当たる代表者会議を、以下の通り開催しますので、参加団体の皆様は

ご予定をお願いします。議案書は後日送付します。 

また、記念講演は現在開催中の連続学習会を兼ねて公開で行います。こちらにも多くの

参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費税の増税に反対する関西連絡会ニュース 

国政選挙は世論を広げるチャンス！！ 

2024.9.26  

第 44 回代表者会議 
 

⚫ 日時 11月 22日（金）14：00～16：00 

⚫ 会場 ドーンセンター 

⚫ 公開記念講演（2024連続学習会第 9回） 

 

消費税関西連 
宣伝行動 ＜今後の予定＞ 

■10 月 1 日(火) 

11:45～12:30 

なんば・高島屋前 

＊雨天中止 
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連続学習会「社会保障の仕組みと課題」 

   ＜障害福祉＞    
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分野ごとの障害者施策の課題 

9月 13日の 2回目のテーマは「今、障害者が

求めている福祉制度とは」。 

 障害者権利条約を批准してことにより分野ごと

に制度の整備が進んではいるが、まだ施策対象を

限定的にとらえる傾向があること、優生思想を払

拭していく視点が弱いことなど問題は多いことが

指摘された。その中からいくつかを紹介する。 

 

〇バリアフリー法（2020年改正） 

正式名称は「高齢者、障害者等の移動等の円滑

化の促進に関する法律」。ハートビル法と交通バ

リアフリー法を統合し、身体障害者だけでなく知

的・精神・発達障害者などすべての障害者を対象

とする。自治体による条例の制定、「心のバリア

フリー」の推進も盛り込まれている。 

〇障害者虐待防止法 

 児童、高齢者に続いて制定。障害者虐待とは、

（1）養護者、（2）障害者福祉施設従事者等、

（3）使用者による、①身体的虐待、②放棄・放

置、③心理的虐待、④性的虐待、⑤経済的虐待の

５類型。相談・通報件数は増加している。 

〇障害者差別解消法 

 障害を理由とする「不当な差別的取扱い」を禁

止し、障害のある人から申出があった場合に「合

理的配慮の提供」を求めることなどを通じて「共

生社会」を実現することを目的とする。 

  

今年から、「事業者による合理的配慮」が義務

付けられ、「過重な負担」に当たると判断した場

合、障害者に丁寧にその理由を説明し理解を得る

よう努めることとされた。 

〇障害者総合支援法 

障害者手帳取得者が対象。障害支援区分認定を

行って、サービス利用計画を提示して提供事業者

と利用契約を結ぶ介護保険と同様の仕組み。65

歳になると介護保険に移行。従来からの経緯と運

動により、一定の利用料軽減措置がある。 

 福祉的支援を制度上、行政処分として実施する

措置制度だったものから、利用契約制度へ転換し

たことで企業参入が進み、利用者の福祉より営利

を優先し、利益が見込めなければ撤退してしまう

貧困ビジネスが広がっている。 

 

 障害者施策はインクルーシブ社会を目指し人権

を守る施策であり、国民全体の福祉水準（ウェル

ビーイング＝個人や社会の良い状態）を引き上げ

るための全体の課題として位置付けてほしい。 

    ＜参加者の感想から＞     

日本ではごく一部の見た目で判断出来る方だけが，

障害者と認められているんですね。旧優生保護法す

ごく大きな過ちだと思います。聴覚に障害があるご

夫婦で小学生の子どもを育てている家庭を知ってい

ます。子どもは聴覚に異常がなく外出した時には子

どもが間に入って手話で通訳しています。 

ヨーロッパとの違いに、ドキリとしました。 

日本の障がい者マークは必要なものとしても、周り

にいるどんな人にも優しさで動ける社会になってい

ければいいなと思いました。 

障害者権利条約があることを初めて知りました。 

生活のしづらさを減らしていくことが、みんなが暮

らしやすい社会になることだと思いました。人とし

て尊重される社会にしていくためにも、どのような

事が出来るのか自分事として考えていきたいです。

ダウン症や発達障害の子ども達が大人になっても安

心して暮らせるように、自分も高齢者になり病気や

ケガや事故で支援を必要とし受ける側もなる、社会

全体で考えていくことが大事！ 

学校の放課後活動指導員をしていて，支援対象の児

童が年々増えている実感がありました。 

国のお金の使い方、不必要と思われる軍備，防衛費

のみに大量につぎ込まれ、福祉や子育てに必要なお

金はないからと消費税を増税しようとしたり，社会

保障費を上げたり…納得がいきません。 

政府の予算に対する根本的な考えを変えない限り，

ヨーロッパ，北欧諸国の様な福祉に恵まれた国には

なれないと思います。 


